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本研究では、伝える場面としてストーリーテリングという場面を設定し、中国人上級日

本語学習者（CS）を対象として、日本人母語話者(JS)にストーリーテリングを行った。CS

と JS は全員女性で、友人関係である。CS が映画のストーリーを JS に話し、その後 JS が

聞いた内容を CS と参与観察者である稿者に話した。それを通して、学習者と日本人の発話

を収集し、学習者のストーリーテリングにどのような言語表現の特徴があるかを明らかに

するために、談話を組み立てる表現としての｢接続表現｣に焦点を当てて分析した。 

接続表現の意味・用法を踏まえながら、接続表現の文脈展開機能を中心に、まず CS の

一人一人の接続表現、次にペアの JS の接続表現、さらに全体の接続表現を種類ごとに分析

し考察を行った。 

その結果、CS の使った接続表現にはそれぞれの特徴があるが、いつくかの共通点が見ら

れた。まず、接続助詞については、CS は｢て形｣の｢動作の推移・連続｣という用法を最も多

く使って、発話を続けるためにその｢話を進める機能｣を利用していた。そして、接続詞に

ついては、CS は｢で｣の使用が多く、それによって｢話題継続機能｣の中の｢話を重ねる機能」、

｢話を進める機能｣、｢話を変える機能｣、｢話を深める機能｣を果たしていた。この点は先行

研究と予備調査の、CS はあまり｢で｣を使わないということと違う結果が見られた。その他

の接続表現については、CS は｢とき｣にかかわる接続表現を使った。その理由として、母語

の影響をある程度受けていると考えられるが、JS の発話でも｢とき｣という接続表現が出現

したことから、「とき」が話を展開する機能を持って使われたとも考えられる。 

さらにまとめると、CS が使った接続表現からは、それが話の展開に重要な役割を果たす

と CS が意識している様子が見られた。発話の連続性を保持することを過剰に意識して接続

表現を使った結果、｢て形｣や「で」の濫用が起きてしまうということが分かった。 

分析において、CS が使った接続表現に特徴的なものが見られたが、それに対する JS の

指摘は少なかった。JS は接続表現の意味や機能にはあまりこだわらず、CS の発話の前後か

ら推測したりして内容を聞き取り、全体的な伝わりに注意していることが分かった。ここ

に、JS は聞く際に、CS の発話のつながりより内容の理解を重視するという聞き手としての

意識が見られた。 

分かりやすく伝えるために、日常の中で伝え方を工夫する必要があることも分かった。

CS も本調査のストーリーテリングのような、自身の日本語を練習して運用する機会を望ん

でいる。教室活動などにストーリーテリングという方法を取り入れることが必要であろう。

このような方法なら、学習者が本調査のように、楽しく積極的に参加しながら、伝える能

力を向上させることができると期待される。 

以上のように、本研究ではストーリーテリングという伝える場面において、学習者が使

う接続表現の特徴をあぶり出したことで、学習者の言語使用の実態がある程度捉えられた

と考える。本研究で得られた知見が学習者側にも教育者側にも参考になれば幸いである。 

本研究は接続表現に焦点を当て分析を行ったが、接続表現の分類や認定基準、｢て形｣の

意味・用法などについては今後さらに検討すべきである。そして、接続表現の文脈展開機

能を中心に分析したが、それぞれの意味・用法などについて深く論じられなかった。これ

らのことを今後の課題としたい。 
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